
序論：プログラムで何
ができる

初めてのプログラミング
2020年度
只木進一（理工学部）



プログラムとは？
手続き的プログラム

コンピュータの処理を並べたもの
書いた順番に実行
条件分岐

ある条件の時はAを、それ以外はBを実行

繰り返し
各○○に処理Aを行う
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プログラムというと何をイメージしますか。呪文でもありませんし、秘密の暗号でもありません。プログラムと呼ばれるものには、いくつかの種類があります。通常は、「手続き的プログラム」を差しています。手続き的プログラムとは、コンピュータに行わせる処理を順番に並べたものです。例えば、皆さんが学校の先生であるとしましょう。教室で出席をとる手順を考えましょう。名簿をもって、名前を呼び、返事を確認してチェックマークを付けます。返事が無い場合には、欠席者としてマークします。これを全員分繰り返す。最後にチェックマークの数を数える。これが手続きです。「名前を呼ぶ→チェックマークを付ける」のように、予め定めた通りに実行する部分があります。「返事が無い場合→欠席マークを付ける」のように、条件に応じて違う動きをする部分があります。さらに、「全員分繰り返す」のように、繰り返しがあります。これをプログラミング用の言語を使って書き、実行するのがプログラミングです。とくに難しくありません。



プログラム（コンピュータ）が
得意なのは？

ある処理を繰り返し（非常に多数回）
繰り返す

大量のデータから、条件を満たすもの
を探す

毎日、決まった時刻にある処理を実行
する

ネットワークも使える
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コンピュータが得意なことは何でしょう。今度は、試験結果の集計のことを考えましょう。採点結果が表になっていて、ここから平均点を計算しましょう。クラスの人数が少ないうちは、手で計算しても、電卓を使ってもよいでしょう。しかし、すごく多い、例えば大学入試センター試験は50万人が受験しますが、その人数になるとコンピュータが必要です。コンピュータは、同じ処理を大量に繰り返すのが得意です。大学入試センター試験の次に各大学の個別試験があります。各大学は、大学入試センターから、受験者の成績をもらいます。50万人の中から、ある大学の志願者のデータだけを取り出す必要があります。これも、コンピュータが得意とする処理です。コンビニエンスストアでは、各商品の売り上げをPOSというシステムで集めています。決まった時刻に集計し、必要な商品を店舗に届けます。このように定時に何かの処理を実行することもコンピュータならば簡単です。さらに、この情報は、ネットワークで集計されていることはいうまでもありません。



いろいろなプログラミング言語

高級言語
英語のような単語で記述
スクリプト型言語
コンパイラ型言語

低級言語
機械に近い言語：読みにくい
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プログラミング言語には、「高級言語」と「低級言語」があります。べつに、価値が「高級」「低級」という意味ではありません。「低級言語」は、よりコンピュータという機械に近い言語です。従って、読み書きは難しいものです。ほとんどのプログラマーは、「高級言語」を使っています。世界中で使われるために、英語のような単語で記述するものがほとんどです。プログラムを書くとただちに実行できる「スクリプト型」と、実行前にコンピュータが高速に実行できるように翻訳する「コンパイラ型」があります。



Pythonとは

1989年ごろから、Guido van 
Rossumが開発開始した言語

読みやすく、書きやすいと言われてい
る

無償で利用できる
データ処理やWebアプリなど、非常
に広汎に利用されている
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この講義で使うPython (パイソン) について説明しましょう。Pythonは、無償、つまりタダで使うことができるプログラミング言語で、読みやすく、書きやすいと言われています。なぜ、「言われています」という言い方をするかというと、プログラムを書いてきた人々のなかには、「そうかなぁ」という声も少なくないからです。しかし、これまでプログラムを書いてこなかった人々が使い始めているので、読みやすく、書きやすいのかもしれません。実際に、データ処理やWebアプリ開発など、広汎な分野で使われています。書籍も多数出版されています。



この講義の目標

簡単なPythonプログラムを書ける
マニュアル、本、Webを見ながらでも可

プログラムを書いて、何か処理を実行
しようと思うことがある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この講義では、皆さんが、簡単なPythonのプログラムを書けるようになるのが目標です。仕事でPythonを書けるレベルを求めるわけではありませんから、教科書、マニュアル、そしてWeb上の記事を見てかまいません。仕事でプログラムを書く人だって、教科書やマニュアルなどを参照します。そして、この後の学習や就職後に、「これって、ちょっとプログラム書けば、サクッとできる」と考えてことができるようになれば、大成功です。プログラムを書くのは理系の子、と考えず、自分もできると思ってほしい。



作業環境・公式サイト

インターネット上の開発環境
Azure Notebook

https://notebooks.azure.com/

自身のPCにインストールする環境
https://www.python.jp/

日本語ドキュメント
https://docs.python.jp/3/

Python ©入門 只木進一
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今回はこれ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
通常、プログラミングを学ぶためには、自分のPCなどに環境を作るところから始めます。そのような方法もありますが、この講義では、インターネット上の作業環境を使います。従って、自分のPCに何かをインストールする必要は全くありません。

https://notebooks.azure.com/
https://www.python.jp/
https://docs.python.jp/3/


教科書と講義の進め方

大重美幸「詳細! Python 3 入門ノー
ト」（ソーテック、2017）

必ず、教科書を読んでくる
次回は、2章の部分
自分のPCへのインストールは不要である
ことに注意
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プログラミングを学ぶということは、言語を習得することですから、自習が重要です。この講義では、大重さんの教科書を使います。教科書を入手し、必ず読んでください。



Azure Notebookにログインし
よう

Webブラウザを起動する
https://www.office.comへ接続

学籍番号@edu.cc.saga-u.ac.jpでログ
イン

次回からは不要
多要素認証要求がくることがある
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一回目として、インターネット上の作業環境にログインしましょう。Webブラウザを起動し、Office365環境に入ってください。こうすることで、そのブラウザで、大学のIDに対応したログイン状態となります。普段使っていないブラウザの場合、多要素認証を要求されることがあります。

mailto:%E5%AD%A6%E7%B1%8D%E7%95%AA%E5%8F%B7@edu.cc.saga-u.ac.jp


Azure Notebookにログインし
よう

https://notebooks.azure.comへ接
続
「お気に入り」に追加
右上の「Sign In」を押す
「アカウントを選択する」で学籍番号

@edu.cc.saga-u.ac.jpを選ぶ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブラウザを閉じず、別のタブを開いてAzure Notebookに接続してください。次のシートのような画面がでてきます。このページを「お気に入り」に入れておきましょう。

https://notebooks.azure.com/
mailto:%E3%81%A7%E5%AD%A6%E7%B1%8D%E7%95%AA%E5%8F%B7@edu.cc.saga-u.ac.jp
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
右上にある”Sign In”を押します。するとアカウント選択画面がでますから、”edu.cc.saga-u.ac.jp”のものを選びます。ログイン後の画面を次のシートに示します。複数のアカウントが候補として挙がるひともいるでしょう。Microsoftの個人アカウントでも、このサービスを使うことができます。



初めてのプログラミング 只木進一©

12



利用の流れ
use flow

上のバーにある「My Projects」を選
択

「+New Project」で新たなプロジェ
クトを生成
名前を付ける

今日は”simpleProject”

「Public」のチェックを外す
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この環境では、プログラムの塊を「プロジェクト」として管理します。この講義では、毎回、プロジェクトを替えながら進めていきます。画面上の黒いバーの中に「My Projects」があります。そのリンクを開きます。「+New Project」で新たなプロジェクトを生成します。次のシートを見てください。
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名前を付ける

チェックを外す

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
“Project Name”の欄に、今回は”simpleProject”と名前を付けましょう。“Public”のチェックを外します。”Public”とすると、世界中から見えるようになります。最後に”Create”ボタンを押します。
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「+New」を押し、「Notebook」を
選択し、新たなファイルを生成
ファイル名を付け、「Python 3.6」を選
択
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「+New」を押し、「Notebook」を選択し、新たなファイルを生成します。「+New」は「+」だけしか見てないこともあります。ファイル名は、なんでもよいのですが、今回は”test.ipynb”にしましょう。次のシートを見てください。
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これを選ぶ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
“test.ipynb”の部分がリンクになっています。このリンクを開きます。
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ここにプログラムを書く

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
画面の枠の部分、セルと呼びます、にプログラムを書いていきます。今日は、簡単な計算をするだけにします。この枠の中に、10+5とタイプします。リターンキーは押しません。その後で、”Run”ボタンを押すと、現在のセルが実行できます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
どうように、4つの計算をしてみましょう。セルの外側の日本語が書かれた部分は、入力する必要はありません。
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